【広告業】
	職種：広告制作　　職務：制作ディレクション

【概要】

広告制作の過程で発生する社内外関係者とのやり取りを調整し、責任を持って業務を遂行する仕事。

【仕事の内容】

制作ディレクションの仕事は、大別すると以下のとおりである。

①制作状況の周知

　予算と納期を守りながら、広告制作過程の進捗状況を定期的に報告するとともに、制作チームメンバー間で情報を共有する。
②社内外関係者との調整

　制作メンバーの作業状況に応じて協力を行い、必要なタイミングで社外関係者との打ち合わせや報告を行う。
③広告制作物の品質管理

　広告制作物がクライアントの広告目的や広告目標を最大化できるよう、制作物に責任を持ったうえで納品し、その成果を把握する。

【求められる経験・能力】

（１）　クライアントからのオリエンテーションの内容を社内の広告制作チームメンバー、及び社外スタッフに連絡し、クライアントの抱えている課題やマーケティング目標、制作物の目的などを共有し、常にそれらを確認しながら、業務を進めていくことが求められる。

（２）　広告制作チームのモチベーションを高い水準に保つため、お互いの作業状況を把握し、必要に応じて協力し合うとともに、他部門との協力関係を築いておくことが必要である。

また、チームワークが求められる作業であるため、不公平感のない筋を通した対応が求められる。

（３）　社外の制作プロダクションのスタッフや業務レベル、費用を把握しておくとともに、緊急時には協力してもらえるよう、常日頃から業者との良好な関係を築いておくことが求められる。

（４）　予算、工程、表現、倫理、法規などを遵守できなければならない。
（５）　クライアントや営業、消費者の視点で見て、広告制作物が話題性を引き出しているかどうかを判断できる能力が求められる。また、広告制作物を、クライアントのマーケティング戦略、コミュニケーション戦略の中で位置づけることができる能力が必要である。

【関連する資格・検定等】
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